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登録商標の記載について 
電力マルチトランスデューサ L53U は、株式会社エム・システム技研の登録商標または商標です。 
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1 はじめに 
本資料では、株式会社エム・システム技研社様製電力マルチトランスデューサ L53U の情報を、

LAN インタフェースカード（以下、LAN カード）が収集し、当社製 UPS の情報と合わせて、遠隔

監視を行うための設定方法について記載します。 
これにより、生産設備 1 台ごとの電源状況を監視できます。 

 
 

【本資料にて想定する環境】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なお本資料は、LAN インタフェースカードが L53U の情報を取得する際の設定例です。 
電線の結線方法などの詳細は、L53U の取扱説明書をご覧ください。 

  

LAN インタフェースカード 
（Modbus RTUマスタ） 

RS-485 ケーブル 

LAN 

L53U 
（Modbus RTU スレーブ） 

 
 

CT 

生産設備２ 

当社製 UPS 

生産設備１ 

管理用 PC 
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2 対象装置 
本資料の作成にあたり、動作を確認した装置を以下に示します。実際に設定を行われる際は、使

用される装置のバージョンにより、表示内容や動作に差異が認められる場合があります。 
 
 LAN インタフェースカード（Modbus RTU 対応品） 

型番：PRLANIF023A、PRLANIF024A 
ファームウェア情報 ROM ：P0014903B 

WEB ：P0014904B 
Viewer ：P0014905B 
 

 電力マルチトランスデューサ 
株式会社エム・システム技研社様製 
品名：L53U-1111-AD4/A 

 
 
3 前提条件 

 LAN カードの終端抵抗の設定（ディップスイッチ）が済んでいること。 
 LAN カードと L53U と RS-485 ケーブルの接続が済んでいること。 
 LAN カードは当社製 UPS に搭載され、IP アドレスなどのネットワーク設定が済んでいること 
 監視用 PC にて、LAN カードの Web 管理ツールを起動できること 
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4 監視内容 
本資料では、L53U から情報を取得する設定方法を記載します。 
各情報の詳細は、L53U の取扱説明書をご覧ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出典：電力マルチユニット 53・UNIT シリーズ 取扱説明書（操作用） 
   （文書番号：NM-1958-B 改 7） 
 

  

～L53U の Modbus 測定値の参考情報～ 
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5 LAN カードの設定 
5.1 Modbus 基本設定 

 
LAN カードを、Modbus RTU マスタとして動作するよう設定します。 

 
(１) 「WebToolStarter」※などを使い、LAN カードの Web 管理ツールを起動します 

Web 管理ツールを起動し、ログイン後、「基本設定」＞「計測値管理」＞「Modbus 基本設定」

とボタンを押下し、画面遷移します。 
 

(２) Modbus RTU マスタとして動作するように設定します 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
※ 「WebToolStarter」は、LAN カードの Web 管理ツールを起動するためのツールです。 

当社ホームページにて無償提供しています。（ダウンロードにはユーザ登録が必要です） 
https://products.sanyodenki.com/ja/sanups/software/sanups_web_tool_starter/ 

 
 

  

最後にクリックして 
変更を適用します 

L53U からのデータ取得間隔
を設定します 
（設定範囲：1～600 秒） 

クリックして選択します 

L53U の設定と合わせます 
（本図の設定は、L53U のデ
フォルト値です） 

クリックしてチェックを付けます 

https://products.sanyodenki.com/ja/sanups/software/sanups_web_tool_starter/
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5.2 Modbus RTU スレーブ装置の情報登録 
 

(１) Modbus RTU スレーブ装置の情報を登録します 
「Modbus 基本設定」画面の「適用」ボタンを押下すると、画面左下の「Modbus スレーブ設定」

ボタンが有効になります。 
「Modbus スレーブ設定」ボタンを押下し、「Modbus スレーブ設定」画面に遷移します。 

 

 
 
 
 

(２) Modbus RTU スレーブ装置の情報を登録します 

 
  

クリックします 

クリックします 
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入力電圧の設定例 

  

 
 
 
 

登録した情報が表示されます。 

  
 

  
 

 
 
 

L53U のスレーブ ID
を設定します 

L53U の Modbus 測
定値のアドレスを指
定します 

Modbus 測定値の名
称、タイプ、単位、有効
範囲など指定します 

最後にクリックして 
登録します 

表示内容が切り
替わります 

登録直後は、計測値が取得できていないため、

以下のように取得状態：不明と表示されます 

しばらく経つと、計測値が表示されます 
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有効電力の設定例（入力電圧の情報を基に、複製登録します） 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

L53U の Modbus 測
定値のアドレスを指
定します 

Modbus 測定値の名
称、タイプ、単位、有
効範囲など指定しま
す 

クリックします 

複製元の情報をクリックします 

最後にクリックして 
登録します 
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5.3 計測値逸脱監視の設定 
Modbus RTU スレーブ装置の計測値にしきい値を設定して、逸脱監視できます。 

 
(１) 計測値管理情報設定画面を開きます 

「Modbus スレーブ設定」画面の「戻る」ボタン押下後、「Modbus 基本設定」画面の「戻る」

ボタン押下し、「計測値管理情報設定」画面に遷移します。 
 

(２) Modbus RTU スレーブ装置の計測値にしきい値を設定して、逸脱監視します。 
 

 

リストから計測値を
選択します 

逸脱監視する際の、範囲を設定します 

クリックしてチェックを付けます 
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6 LAN カードの表示ツールを使用した遠隔監視 
Modbus RTU スレーブ装置の情報を、表示ツールで監視できます。 
 
(１) 「WebToolStarter」などを使い、LAN カードの Web 表示ツールを起動します 

Web 表示ツールを起動し、ログイン後、「Modbus 計測情報」のボタンを押下し、画面遷移しま

す。 
 

 
 
  

有効電力の行をクリックすると、逸脱監視の設定値が確認できます 
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7 SCADA を使用した遠隔監視 
Modbus TCP スレーブ機能を有効にすると、SCADA などの Modbus TCP マスタから UPS 情報お

よび ModbusRTU スレーブ装置の情報を監視できます。 
 

(１) 「WebToolStarter」などを使い、LAN カードの Web 管理ツールを起動します 
 
Web 管理ツールを起動し、ログイン後、「基本設定」＞「計測値管理」＞「Modbus 基本設定」

とボタンを押下し、画面遷移します。 
 

(２) Modbus TCP スレーブとして動作するように設定します 
 
 

 

 
 
 

(３) SCADA などの Modbus TCP マスタから監視します 
 
監視する各情報の詳細は、「LAN インタフェースカード Modbus 通信仕様書」（文書番号：

C0050932A 以下、通信仕様書と記載）をご覧ください。 
また、UPS 状態情報および UPS 計測値情報は、UPS の機種により対応状況が異なります。通

信仕様書の別表 1 および別表 2 をご覧いただき、対応状況を確認してください。 
 
Modbus RTU スレーブ監視情報の抜粋を次ページに示します。 
 

クリックしてチェックを付けます 

クリックして選択します 

最後にクリックして 
変更を適用します 
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~通信仕様書の抜粋~ 

 
 

以上 
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